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Title高等教育教授システム開発センター業績(2000年9月～2001年8月)
Author(s)










藤 岡 完 治 (教授)
監著書などヨ
･藤岡完治｡安駿史子｡村島さい j^′一項 】津川順 ｣7-『学牡とともに創る臨床実習指導ワークブック (第2版)』医苧
書院､2001年3月､全145貢
･藤岡完治 ｢第3章 学習方法 ｡形態と教育課程の編成｣柴旧義松編 『教育課程論』学文社､2001年3JL 80-90
百
臣学術論文など詔
｡藤岡完治 ｢FD組織化の視点 - 一教師教育のコース開発の知見から｣大学のカリキュラム改革と授業改善 『京都
大学高等教育研究』第6号､2000年10)上 23-31貢
･藤岡完治 ｢大学授業の参加観察｣『大学授業の参加観察プロジェクト報告-･(日 一 大学授業の参加観察か らFD
へ----』烹郁大学高等教育叢ま圭11､2001年3)上 ト24貢及び37-56貴
学発達科学部人間科学研究センタ-､2001年3月､89-114貢
｡藤岡完治 ｢『教育実践臨床研究』の誕珪｣『教育 メデ ィア研究 情報教育実践ガイ ドV』藤沢市教育文化センタ-､
2001年3月､125-142貢
･藤岡完治 ｢附属学校と大学とのパ- トナ-シップによる教育実習Ji円或10-12年度科学研究費補助金基盤研究(B)
(1)研究成果報告書 『第 2章 教員養成 ◎教員研修における大学と教育現場とのパ- トナーシップに関する実L=ilH;jiA
究』(研究代表 :洋本和子)､2001年3月､18-27頁





再射';lJ-j完治 書評 ｢学力向 Lをめざす教育｣(教育フォ-ラム27)『児童心理』Vol.53､No.18､金子-E蓬摘三･､2000
年10月､12-13頁
｡藤岡完治 ｢実践報告を受けて 『教｢絹糸の出 易から』｣『京都大学高等教育研究』第 6号､2000年10月､224-229頁
o藤岡完治 ｢教師に求め られる生徒理解の具体策一 中学校の移行期の課題-m-(i二)｣『週間教育資料』No.688､
iニ】本数育新聞社､2000年11月､32-34貢
･藤岡完治 ｢教師に求められる生徒理解の貝休策- 中学校の移行期の課題- (千)｣『週間教育資料』No.689､
E招く教育折聞社､2000年11月､32-34頁
申藤岡完治 ｢学びと教えの王道を行く｣『｢ひらかれた学校 ⑳大岡｣の新 しい教育課程』横浜市立大岡小学校､2001
年 2月､8-11頁











･藤岡完治 ｢大学と附属学校のパ- トナーシップによる養成教育 ｡現職教育の研究｣教育工学関連学協会連合第 6
回全国大会､鳴門教育大学､2000年10月
教育二U字関連学協会連合第6回全国大会､ 鳴門教育大学､2000年10月













･藤r耶 封台｡石村雅雄 ｢大学授業の参加観察プロジェク ト (その1)｣京都大学高等教育教授 システム開発センタ-
第45回公開研究会 2001年6月2日
監その他の講演ヨ





















田 中 毎 芙 (教授)
監著書などヨ
相 川 二!毎実 ｢序章/大学授業のフィール ドワ-ク｣および ｢第 5章/大学授業の実践的研究｣京都大学高等教育教
授 システム開発センタ-編 『大学授業のフィール ドワーク-m-京都大学公開実験授業 --』2001年3FL 玉川大
臣学術論文なと3




珍El吊‡毎実 ｢京都大学｣､平成10年度～平成 12年 度 文部省科学研究費補助金(基盤研究(B)(1) 研究代表者有本章/
研究成果報告箸 『大学設置基準の大綱化 に 伴 う学 信粧 i-.カリキェラムの変容と効果に関する総合的研究』2001年
3月､135-139頁
由日刊†毎実 ｢公開実験授業プロジェク ト第 tHZJj第 2年度について｣京都大学高等教育教授システム開発セ ンタ-
『平成12年度公開実験授業の記録』京都大学高等教育叢を10､2001年3月､1-12真











回復するか----授業矧 相とカリキュラム編成 ｣-▲の 仁夫』島根大学全学教育委員会､2001年3jj､5-34真




色日刊1毎実 ｢大学の授業改善と情報技術鞍.新J特別講演 H ,拘或12年度情報処理研究集会､京都大学､2000年12月
8‡ニⅠ















･メディア教育開発センター ｢授業研究 :自分の授業を振り返る｣ 2001/lF3月23日








リく阪入学大学院人間科学研究科非常勤講師 ｢ 教 育 人間学｣(2000年4月～2001年3月)
･鳴門教育大学大学院学二校教育研究科非常勤 講 師 ｢人 闘 音ラ成 基 礎 論｣(2000年4)]～2001年3月)
･神戸大学国際文化学部特別講師圧l己と他 者 ｣ (2001年 1A )
･奈良女プリく学大学院文学研究科非常勤講師 ｢/生 涯 教 育 学 特 殊 研究｣(2001年4月～2002年3月)
監社会における活動など3g
･教育思想史学会理事
･メティア教育開発センタ- 研修事業委員 会 委 員




弓 用L大学にl己点検 や評価実行委員会委員､編集作業部会委員 (～2001圧3Jn
弓 測り(学人間｡環境学研究科及び総合入問学部の紺繊改編に関する潮1EJ委員会委員
弓雄三大学大学院_L二学研究科IJ】己点検o評価委員
石 村 雅 雄 (助教授)
監著書など35
や石.村相即 ｢第2章∴第6節 ベ トナム｣､村旧翼大編著 『東南アジア諸国の国民統合と教育』発信堂､2001年2月､
117-130貢
｡石村粗描 ｢12壁第2節 教育課程の経営､同 壁第3節 /日射旨導と学校教育上 !1本教育経営学会編 『-諸外国の
教育改隼と教育経 営 』 に 川大学出版部､2001年2月､196-202貢
･石村紺維 ｢第1用;第 2 章 旧帝国大学系大学 における『教育学,!睨lの成立｣､TEES研究会編 『｢【大学における教
員養成｣の歴史的研 究 :A '､i'二文車上 2001年3)j､199-218頁
監学術論文など頂








｡石村雅雄 ｢授業参加組察をFDにどう繋げるか - 授業か ら立ち 1二がる狛 或的なFDを構想する--｣ 京都大学
高等教育教授 システム開発センター 『大学授業の参加観察プロジェク ト報告(1)- 大学授業の参加軌案か らFI)
へ - 』京都大学高等教育叢書11､2001年 3月､25-31頁
臣その他の著作物ヨ
｡石村雅雄 ｢ 相 互 研 修 の;/.場から｣『京都大学高等教育研究』第6号､2000年10)巨 216-223頁
修会沌誓書､2000年10月､2-9頁
8回 教 育 改 靖 シンポジウムの記録 (大阪市立大学)､2001年3)上 4-16頁及び55-66貢
｡石村雅雄 ｢授業机察プロジェク トによるFl)の自己組織化---亮澗三大学高等教育教授 システム開発セ ンタ-の現
段階 -m-｣現団法人大学 コンソ-シアム京都 『2000j円空 第6回FDフォ-ラム報哲集 - 学隼の学習意欲向上
のために--』財r洲去人大学 コンソ-シアム京都､2001年3月､34-52頁
8石村雅雄 ｢『授業参加観察に関する座談会』記録｣京都大学高等教育教授 システム開発セ ンタ- 『大学授業の参
加観察プロジェク ト報告日ト-)ぐ芋授業の参加観察か らFDへ---』京都大学高等教育叢讃11､2001年三3月､57
-84貢
｡石村珊灘 ｡官本浩司他 ｢2002年度か らの折学習指導要蝕に対応 した家庭での教育のあり方｣『ぜとらん』増伸13-､
増進会出版社､2001年7月15日
｡国立学校獅務センター 『欧米-1工要田の大学 ファンデ ィング ◎システム』2001年8月 (フランスの箇所を分担)0
【学会報告など】
｡松坂浩史 ｡石村雅雄 ｢特徴ある公施設法人 としてのフランスの大学における契約事業の展開｣ フランス教育学会
第18回大会､清泉女 子大学､2000年9):324日
や藤岡完治◎石村難雄 ｢授業の参加観察を蝦 り入れたFDの組織化｣教育二卜学関連学協会連合第 6回全国大会､鳴
門教育大学､2000年101]7日
｡石村雅雄 ｢考射し大学生の知｢榊犬況 --教師教育との関わ りか ら｣(課題研究)､Ei本数柚教育学会第10回大会､愛
知県立大学､2000年10月と‖_i




･石村雅雄 ｢京都大学における教育改革の 一場面 - 高等教育教授 システム開発セ ンタ-の役割を中心に-m-｣ 大
阪市立大学第 8回教育改革 シンポジウム ｢大学教育改革の現扶｣､大阪市立大学､2000年11月29Ll
8石村雅雄 ｢大学での学生の学びについて -m-大学生の学力低~円周題を手がか りにして - ｣､大谷大学FD 研 究
会､2000年12月1【二i
･石村雅雄 ｢授業観察プロジェク トによるFDの自己組織化 一 京都大学高等教育教授 システム開発セ ンターの現




｡京都大学高等教育教授 システム開発セ ンタ-/ メデ ィア教育開発センタ-共催 平成13年度SCS利用研修講座
｢授業改善のための学びあい- 公開実験授業を通 して｣2001年4月6[]




｡石村雅雄 ｢授業検討会をいかに進めるか ---社会学科導入教育を素材として- ｣､大谷大学 FD研究会､2001
年 6月27H
｡石村雅雄 ｢E1本の大学｣長洲寸魔 人大学 コンソーシアム京都 ｡提供講義 ｢Eヨ｡中 ㊤韓の大学教育｣(環日本海フォ-
ラム後援)､キャンパスプラザ京都､2001年8月4【]
監その他の講演還
｡石村雅雄｡官本 浩 甜出｢2002年度か らの折学習指導要用に対応 した家庭での教育のあり方｣朝t‥1家庭教育 シンポ
ジウム (主催 朝日学 _/生新聞社)､大阪森ノ宮 ピロティ-ホール､2001年2月24Ej
監社会における活 動 など 3
令El本教 育 制 度 学 会 理 事
｡日仏教育 学 会 紀 要 編 集 委 員 会委員




弓 諸 は大 学 自己評価や評価実行委員会委員 (～2001年3月)
大 山 泰 宏 (助教授)
監著書など3
0大ELl泰宏 ｢因果性の虚構とこころの現実｣河合隼雄編 『講座心理療法 (第7巻)心理療法と因果的思考』岩波書
店､2001年2月､123-165貢
･大山泰宏 ｢こころの現実性｣｢ユングVSフロイ ト｣｢コラ-ジュ｣山中康裕編 『ユング』講談社､2001年3月､
68-71､86-93､164-165貰
リ く EL l泰宏 ｢相互行為としての授業- 公開実験授業における相亙行為の構造--｣京都大学高等教育教授 システ
ム 開発センタ一編 『大学授業のフィール ドワーク- 京鋸大学公開実験授業--』玉川大学出版部､2001年 3月､
38-59真
弓＼山泰宏 ｢京大の教官の研究内室 (大山泰宏分)｣京都入学心肝学教官連絡会編 『21世紀の心理学に向か って --
監学術論文など3i











〇人直奏宏 ｢競争的環境の中で学才巨ナ-ビスを考える｣東海高等教育研究所職員部会 ｢フォーラム スタッフ ◎オ
ピニオン｣､2000年12月16Ej
リ L州芸術工科大学 ｢Flつ研究会 ◎SCS開局記念講演｣､2000年11n22日








リく阪市環境保 健 局 ｢看護 職 員 研 修｣研修講師､2001年1月30日
･児童養護施設 でt.正 学園 ｢処遇検討会｣講師､2001年6月26r7










巧 く都 大 学 自己点検相川 i実行委員会委員､編集作業部会委員 (～2001年3月)
巧 摘;大学全学シンポジウム｢京都大学における教育評価 (授業評価､成績評価等)の在 り方｣イブニング｡ディ
スカッション第2班 ｢学/-1=による教育評価｣副班長､2001年8月30-31rl
｡京都 大 学調整評価小委員会委員
｡京 都 大 学大学院教育学研究科附属臨床教育実践センター心理教育相談室カウンセラ-
｡京都大学大学院二i二学研究科E/:1己点検 相 川i委員
黄 土 慎 - (講師)
臣著書など讃
｡溝 i二慎 一｢自我と自己｣久世敏雄 ◎斎藤釧 1監修 『青年-心 理 学 事 典 』 福 村 出 版､ 2000年 11)j､148貞
･溝 巨慎 一◎水間玲子 ｢7受業過程の評価指標とLての学生の 『吸 口 プ』 行 動 ｣ 京郁 入学 高 等 教育教授システム聞発
119真
弓臥仁慎--｢自己の発達 - 自己の形成過程と自己理解 による自己成長 ---｣米谷淳中米揮好史編著 『行 動 科 学 へ











神 藤 貴 昭 (助手)
監著 書 など3
日 廟湊貴昭 b尾i】断二美 ｢大学授業における教授者と学W/トの柏注作用 -脚 数授者の ｢ノリ｣に注目して -一一｣京都大
学高等教育教授システム開発センタ一編 『大学授業のブイ-ル ドワーク -m-京都大学公開実験授業--』玉川大
学出版部､2001年5月､]20-135貢
･神藤貴昭 ｢青年期の心理と性格｣米谷淳ゆ米 韓 好 史 (編 ) 『 行 動 科学への招待 - 現代心理学のアプローチ』福
村出版､2001年4)上 22-34頁
日朝漆貴昭 ｢京大の教官の研究内容 (神藤貴昭分)｣京都大学心理学教官連絡会 (編)『21世紀の心理学に向かって
:京都大学の現快 と未来』ナカニシャ出版､2001年8月､158-161貢
臣学術論文など3
8神)翫 封Tlい 伊藤崇連 r高等学校と大学の接続に関する研究 (その 2)-…大学の学業文化への参入と学習方略の
変容- ｣『京都大学高等教育研究』第 6号､2000年8月､35-52頁
･神藤貴昭 ｡旧】憶 奈 ｢授業枠のゆらぎ- 大学における学生主導型授業構築の可能性 - ｣『教習方法学研究』
第26巻､2001年 3)]､119-127頁
や木村朋子･㊤ド坂剛 ｡西田裕紀子◎轡藤誠 一｡伊藤崇連 や神藤貴昭 ◎柳原利佳f-｡久木山健-･｡山｢唱澄◎原田実 昏
榎本｢春 ｡坂本由佳 や前川雅子 ｡藤井智 子 ｢考射し詩少年の ｢キレる｣ ということに関する心理学的研究(2)- ゲ-




｡神藤貴昭 ◎旧し憤 奈 ｡杜上目う.｢KKJ(Kyoto-Ke】oJointSeminar)実践について- 京都大学から見た平成1




中神藤貴昭 ｡尾崎イ美 ｢大学授業における授業者のストレス過程(1ト -ス トレッサ-､対処行動の/分類とス トレス
｡尾崎仁美 ｡神藤貴昭 ｢大学授業における授業者のストレス過程(2ト--ス トレス対処か らみた授業者の成長 - ｣
日本教育心理学会第42回大会､東京大学､2000年9)】161_】
血神藤貴Ef日 田｢緩壬奈 再寸土lH=i-｢KKJ実践における授業設計 と教員の役割｣教育_L学関連学協会連合第 6回全
国大会､鳴門教育大学､2000年10月7日
合第 6回全国大会､rl.即rヨ教育大学､2000年10)A7H
15回大会､鳴 門 教 育 大学､2001年3月27日
監FD講演会なと3






8文邦科学 省 メデ ィア教育開発センター共同研究員 (共同研究分野名 :オンライン｡コ-スにおける授業の評価 q
改勘 こ関する実践的研究)(2000年4月～2001年3月)
-209--
